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Ⅰ.現状整理
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本業務実施の経緯と見通し

年間30万件の申請対応を、47都道府県農業再生協議会や全国1,500程度の地域農業再生協議会が担当

• 毎年制度の見直しや変更が行われている
• 上記に伴い提出様式も変更及び記載内容の追加が発生している
→ 結果として協議会における事務負担が急増

水田活用直接支払交付金事務

本業務
の背景

事務負担の増大

• 水活交付金の事務負担軽減が求められる
• 大胆な運用見直しによる効率化が必要

地方分権改革提案（令和６年６月）

• デジタル化を念頭に、運用の見直しを検討
• 申請事務や現地確認の事務フロー整理

目的
「デジタルツール導入等による効率的な事務手続きの仕組み構築」に向けた調査

• 他分野での事務効率化事例との比較
• システム化に向けた検討

期待さ
れる
効果と
方向性

• 全国の協議会の手続き負担軽減
• 電子化・標準化による業務効率化
• 外部手続きの円滑化を図りつつ適切な事務の執行

期待される効果
• 運用見直し・システム導入の具体的計画策定
• モデルケース創出後、全国展開へ
• 新体制や運用マニュアルを整備

今後の方向性

本業務実施にあたり、経緯と方向性を以下の通り認識しております。
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「経営所得安定対策等」に関する理解と本調査業務の対象

経営所得安定対策等
農業経営の安定を図り、食料の安定供給を確保する

ゲタ対策

諸外国との生産条件の
格差から生ずる不利を
補正する交付金

令和4年度申請件数：
41,152件

ナラシ対策

農業者の拠出を前提と
した農業経営のセーフ
ティネット対策

令和4年度申請件数：
59,815件

水田活用直接
支払交付金

食料自給率・食料自給
力の維持向上を図るた
め、戦略作物（飼料用
米、麦、大豆など）の
本作化・水田フル活用
を図る交付金

令和4年度申請件数：
301,621件

経営所得安定対策等の概要・目的と本業務の対象について、以下の通り理解しています。

出典︓https://www.maff.go.jp/j/seisaku_tokatu/antei/r4_kanyuu_shinsei.html
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申請ステップから見た本調査業務の対象

水活交付金 全体像

【STEP4】再生協/県拠点等：現地確認の実施

【STEP5】再生協/県拠点等：交付金交付事務

【STEP2】農家→再生協：申請書提出/受領

①戦略作物助成

②産地交付金

③畑地化促進助成・畑地化促進事業

④都道府県連携型助成 

【STEP6】再生協/県拠点等：交付後処理・監査

①戦略作物助成

②産地交付金

③畑地化促進助成・畑地化促進事業

④都道府県連携型助成 

【STEP3】再生協/県拠点等：申請審査

【STEP1】再生協→農家：畑地化促進事業活用要望調査(現地確認)

4
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Ⅱ.現場の声とりまとめ
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現場ヒアリングスケジュール

 全8ブロック16か所の地域再生協、県拠点等に申請事務フローの現状についてヒアリングを行い現
状把握並びに方策案の調査を行った。

エリア ヒアリング日 地域再生協 県拠点等

中四国 令和7年2月21日(金) 真庭市農業再生協議会 岡山県拠点

東北 令和7年2月28日(金) 五所川原市農業再生協議会 青森県拠点

北陸 令和7年3月6日(木) 上越市農業再生協議会 新潟県拠点

近畿 令和7年3月6日(木) 守山市農業再生協議会 近畿農政局滋賀県拠点

北海道 令和7年3月10日(月) JAいわみざわ
地域農業再生協議会

北海道拠点
（生産経営産業部担い手育成課）

関東 令和7年3月11日(火) 小山市農業再生協議会 栃木県拠点

東海 令和7年3月14日(金) 各務原市農業再生局議会 岐阜県拠点

九州 令和7年3月14日(金) 八代市農業再生協議会 熊本県拠点
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交付金交付事務に係る現場の声のとりまとめ①

 申請事務フローの各STEPの工程数とその内訳を主体者別に下記に記載。
 申請事務フローの中でも【STEP1】要望調査、【STEP3】現地確認、【STEP5】交付金交付に係
る事務が業務工程数が多い。その中でも地域再生協で担当する業務工程が多い。

STEP 申請フロー概要

業務工程数

主体者

農業者 地域再生協 県拠点等 農協など 本局生産振興
課

1 要望調査 16工程 5工程 6工程 2工程 - 3工程

2 申請書作成・受領 8工程 2工程 4工程 2工程 - -

3 現地確認 16工程 5工程 10工程 1工程 - -

4 販売伝票の確認 5工程 2工程 1工程 1工程 1工程 -

5 交付金交付に
係る事務 21工程 5工程 8工程 6工程 - 2工程



©Roboffice Inc. All rights reserved.

1.0

1.3
1.6

2.0
1.8

2.0
1.8

2.0
2.1

2.3
2.5

2.1
2.0

2.5

1.0

2.0

2.9

2.3

1.8
1.6

1.9
2.0

2.3
2.5

2.0
1.8

3.0

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3 4 5 6 7 8 13 14 18 20 21 22 23 24 25 26 28 30 38 39 45 53 54 59 60 62 99

1 2 3 4 5

交付金交付事務に係る現場の声のとりまとめ②

 業務フロー作業No.ごとに負担度を高(スコア3)・中(スコア2)・低(スコア1)にて集計し、スコアが2.5以上の作業
No.の工程をより負担が高い業務と判断し焦点を当て検討を深めていく。

 一番スコアが高いのは『【全般】方策検討』であり、制度が複雑で農業者が理解しきれないため負担が高い様子
あることが見受けられた。その他地域再生協や県拠点等で負担度が高くなっている業務が浮き彫りになった。

【STEP1】
要望調査

【STEP2】
申請書作成・受領

【STEP3】
現地確認

【STEP4】
販売伝票の確認

高

【STEP5】
交付金交付に係る事務

(スコア3)

【地域再生協】
書類データ化

【県拠点等】
受領書類確認

【地域再生協】
現地確認実施 【地域再生協】

理由書確認

【全般】
方策検討

:地域再生協担当業務
:県拠点等担当業務
:申請業務フロー全般について

作業No.

8

中
(スコア2)

低
(スコア1)
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交付金交付事務に係る現場の声のとりまとめ③

▼各エリア【負担度】高スコア

1
1
1
1
1
1

2
1

3
1
1

4
1
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1
1
1
1
1
1
1
1

2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5 4 4.5

デ-タ照合（紙⇔デ-タ）
紙書類受領

単収基準に満たなかった理由を調査
必要事項の確認
理由書様式確認

デ-タ送付
現地確認リスト作成

紙書類受領
書類受領

デ-タ照合（紙⇔デ-タ）
紙で郵送

単収基準に満たなかった理由を調査
必要書類確認

複数回確認
デ-タ照合（紙⇔デ-タ）

単収基準に満たなかった理由を調査
独自様式にて営農計画書作成

必要事項確認
理由書様式の確認

複数回実施
デ-タ照合（紙⇔デ-タ）
デ-タ転換（紙→デ-タ）

単収基準に満たなかった理由を調査
複数回実施

理由証拠書類の確認
デ-タ照合（紙⇔デ-タ）

デ-タ送付
デ-タ転換（紙→デ-タ）

結果確認
紙提出

書類受領
書類提出

複数回実施
チ-ムで手分けして訪問

紙・CSVで申請事項を受領
単収基準に満たなかった理由を調査

様式に情報記入

関
東

近
畿

九
州

中
国

・四
国

東 海
東

北
北

海
道

北
陸

高 【九州エリア】
『理由確認』に大きな負担を感じている
→異常気象の影響で理由書対応が他エリアよりも多くなっている？

【近畿エリア】
『書類受領』に大きな負担を感じている
→他エリアよりも負担が大きく、より課題に感じている？
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交付金交付事務に係る現場の声のとりまとめ④

▼各エリア方策案有効度スコア
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2
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0 1 2 3 4 5

AI-OCR活用
作業をなくす

自然災害等の場合は対象地域の自動で作成
AI-OCR活用
衛星デ-タ活用

自然災害等の場合は対象地域の自動で作成
タブレット活用

再生協によるシステム統一化
AI-OCR活用
タブレット活用

自然災害等の場合は対象地域の自動で作成
AI-OCR活用
AI-OCR活用

エクセル・マクロでの自動計算
タブレット活用

衛星デ-タ活用
自然災害等の場合は対象地域の自動で作成

理由書パタ-ンを準備し展開する
AI-OCR活用
タブレット活用

事前に内容を記載の上送付
AI-OCR活用

エクセル・マクロでの自動計算
タブレット活用

デ-タ保管
衛星デ-タ活用

再生協によるシステム統一化
自然災害等の場合は対象地域の自動で作成

AI-OCR活用
ファイル共有

マスタリストの作成
衛星デ-タ活用

自然災害等の場合は対象地域の自動で作成
作業をなくす

提出書類を少なくする
デ-タ送付

衛星デ-タ活用
自然災害等の場合は対象地域の自動で作成

関
東

近
畿

九
州

中
国

・四
国

東 海
東

北
北

海
道

北
陸

関
東

九
州

中
国

・
四

国
東

海

中
高

【九州エリア】
他エリアより『衛星データ活用』に期待をいただいている
→年中作付できる環境も多く、現地確認に関する課題がよ
り強いのではないか？実証対象エリアにする？

【中四国エリア】
他エリアより『AI－OCR』にやや期待をいただいている
→他エリアより課題感が強い︖実証対象エリアにする︖

【北陸エリア】
他エリアより『タブレット活用』にやや期待をいただいている
→他エリアより課題感が強い？実証対象エリアにする？
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交付金交付事務に係る現場の声のとりまとめ⑤ 課題サマリ

 申請業務フローにて負担度が高い作業No.から読み解く課題は大きく下記4点と思慮。
 いずれもアナログで対応していることや入念に確認を行っていることが起因している

課題A 受領した申請書等の書類のデータ化

課題B 書類と記載内容の整合性について確認している

課題C 現地確認に伴う移動時間や複数回確認による所要時間が大きい

課題D 不作であった理由を対象農家ごとに丁寧に確認している
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交付金交付事務に係る現場の声のとりまとめ⑤-1

作業
No. 負担度 業務概要 業務詳細 負担ポイント

20 中 申請必要書類の受領
紙で提出される交付申請書（様
式第1号）や営農計画書(様式第2
号)の内容を確認

・毎年様式が変わるため再生協独
自様式の追記修正が必要
・農業者の提出に漏れがないよう
にサポートしている

21 高 書類のデータ化 紙で受領した書類の情報をシス
テム上にデータで登録する

・紙からデータへの転記やその確
認に手間がかかる

22 中 システムへ情報登録
CSV出力後データ連携

システムにデータ登録した後、
入力した情報をCSVに出力する

・登録した情報を出力するが動作
が遅い
・データのみならず紙での提出も
ある

≪STEP2≫申請書作成・受領地域再生協

課題A 受領した申請書等の書類のデータ化

 地域再生協STEP2の業務フローにおいて中でも『書類のデータ化』の負担が高い。受領した紙の
申請書等に記載のある事項をデータに転記することに手間がかかっており課題となっている。
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交付金交付事務に係る現場の声のとりまとめ⑤-2

≪STEP2≫申請書作成・受領

課題B 書類と記載内容の整合性について確認している

県拠点等

作業
No. 負担度 業務概要 業務詳細 負担ポイント

23 中 書類データ受領
紙で提出される交付申請書（様
式第1号）や営農計画書(様式第2
号)とCSVデータを受領する

・一部項目の確認作業に労力を要
する

24 高 受領書類確認 紙で受領した書類の情報とCSV
データに差異がないか確認する

・紙の内容確認を一つ一つ行う必
要があり、読み合わせなどチェッ
クも実施している
・不備要因の特定が困難で関係各
所に確認を行うこともある

 県拠点等STEP2の業務フローにおいて中でも『受領書類確認』の負担が高い。紙の内容確認を一
つ一つ行い、読み合わせなどチェックも実施していることや不備要因の特定が困難で関係各所に
確認を行うこともあり、課題となっている。
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交付金交付事務に係る現場の声のとりまとめ⑤-3

≪STEP3≫現地確認地域再生協

課題C 現地確認に伴う移動時間や複数回確認による所要時間が大きい

作業
No. 負担度 業務概要 業務詳細 負担ポイント

26 中 現地確認時期の案内 現地確認する旨を事前にの王業
者に通知する

・紙で通知を郵送。対象者をリス
トアップ、送付対応に時間を要す
る

28 高 現地確認実施
現地確認事項を事前にリスト
アップ。チーム等で手分けして
現地を訪問し作付面積や作付作
物を確認する

・作物によって作付時期も異なる
ことや時期が合わないと複数回確
認する必要があり、確認回数や所
要時間を大きく要する

30 中 状況確認
現地確認にてチェックしたリス
トを確認し、再生協独自システ
ムにデータ記録をする

・地図が紙でのアナログ管理であ
るため、作成に時間を要する

 地域再生協STEP3の業務フローにおいて中でも『現地確認実施』の負担が高い。作物によって作
付時期も異なることや時期が合わないと複数回確認する必要があり、確認回数や所要時間を大き
く要することがあり課題となっている。
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交付金交付事務に係る現場の声のとりまとめ⑤-4

≪STEP5≫交付金交付事務

課題D 不作であった理由を対象農家ごとに丁寧に確認している

地域再生協

作業
No. 負担度 業務概要 業務詳細 負担ポイント

53 中 理由確認 農業者が一定収量に満たなかっ
た理由を確認する。

・不作などで件数が多い場合があ
る

54 中 理由書作成アドバイス
ヒアリング

農業者が一定収量に満たなかっ
た理由を証明する根拠資料の収
集や示し方を指導する。

・農業者も提供できる根拠資料を
意識して持ち合わせておらず、情
報収集に手間がかかる。

59 高 理由書確認 再生協がサポートし作成された
理由書を受領し確認する。

・各農業者によって理由が異なる
ため個別対応する必要がある。

60 中 理由書提出 県拠点等に理由書とその根拠資
料を共有する。

・県拠点等へ共有するためにPDF
化並びに紙に出力している。

 地域再生協STEP5の業務フローにおいて中でも『理由書確認』の負担が高い。各農業者によって
理由が異なるため個別対応する必要があり課題となっている。
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Ⅲ.事務の効率化に資する方策案
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【令和7年度】事務の効率化に資する方策の検討サマリ

 現場の声とりまとめにて明らかになった課題A～Dに対しての方策を以下のように検討
 方策もその方針から4つのレベルに分けられることを想定しているが、令和7年度においては方策レベル1,2に焦
点を当て、中でも課題がより共通である方策案を取り上げ実証計画の検討を深めていく

方策レベル 見直しレベル 方針

４ 制度レベル 制度統合・支払い方式改革

３ ルール・ガイドラインレベル 手続時期・書類基準の改善

２ 様式・手続きレベル 申請様式・事務処理のデジタル化

１ 運用・実務レベル 現場確認手法・書類管理

方策
レベ
ル

対応する課題 方策内容
該当フロー

STEP
- 作業No.

1 A 受領した申請書等の
書類のデータ化

AI-OCRを用いて各申請書を
テキスト形式で読み取る

（様式を読み取りやすいように変更する）
2-21

2 B 書類と記載内容の
整合性について確認している

農業者がオンライン申請を行う
オンライン申請ができる環境を提供する 2-24

1 C 現地確認に伴う移動時間や
複数回確認による所要時間が大きい 衛星データを使って現地状況を把握する 3-28

2 D
不作であった理由を対象農家ごとに

丁寧に確認している
環境情報を取得できるセンサー等を

エリアで設置し環境振り返りができるようにする 5-59
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【令和7年度】実証計画にあたって検証項目の想定
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1. Webデータベースツールを用いた情報の集約
2. Webデータベースツールを用いた農業者によるオンライン申請の実施
3. 農業再生協議会にタブレットを配布し、農業者のオンライン申請サポート
4. AI-OCR使用による紙で受け取った各申請書の読み取り自動化
5. 衛星データ使用による農地のオンライン確認
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デジタル化・DX事例（オンライン申請）

19

出典：https://www.city.utsunomiya.lg.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/035/835/jireisyu.pdf
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デジタル化・DX事例（タブレットによる電子申請）

20

出典：https://www.post.japanpost.jp/about/csr/society/downloads/jirei.pdf

郵便局においてタブレット設置、現地職員にてタブレット操作をサポート
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デジタル化・DX事例（AI-OCR）
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出典：https://www.soumu.go.jp/denshijiti/digital_transformation_portal/case/dx3_21.html

●大阪府豊中市 77業務にRPA・AI-OCRを活用

新型コロナ対応を契機として、市⻑⾃らが「とよなかデジタル・ガバメント宣⾔」を発出し、
デジタルによる新たな価値創造と変⾰を進めるため、仕事・働き⽅を変える取組みとして、
77業務に対しAI-OCRやRPAを導⼊し、今後もより⼀層、デジタル技術活用を推進していくことを決定しま
した。

 ポイント
 AI-OCRの活⽤では、様式について、RPAでデータが利⽤しやすいよう姓名記載箇所を分けること
や、

 読み取り精度向上のため数字記載箇所はマス⽬を設ける等の⼯夫を実施
 令和5年3⽉末時点で77業務にRPA・AI-OCRを活⽤し、年間約10,400時間の削減効果
 業務フロー⾒直しや電⼦化・RPA等導⼊効果により、１⼈当たりの時間外勤務状況は17.5%削減
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デジタル化・DX事例（AI-OCRに関するtips）

22

読み取り精度を向上させるために

■帳票設定関連
 読取様式を統一する。
 項目ごとの文字間にゆとりをもたせる。
 なるべく座標は小さくする（例︓郵便番号の場合、座標を「〇〇〇-〇〇〇〇」とする
のではなく「〇〇〇」と「〇〇〇〇」に分けて設定する ）。

 記入ではなく選択式にする。
 文字ではなく、数字で記入させる（例︓作物を記入欄に「麦」記入させるのではなく、

1︓麦、２︓大豆など作物ごとに番号を指定して、作物記入欄に「1」と記入させる）。
 ◯ではなく を使用。

■運用関連
 Human in the Loopによる監視
 他データとの突合（例︓農水省で管理している農業者のDB等）を行うことでAI-OCRが
読み取ったデータが正しいかどうかの判断

出典︓https://airead.ai/articles/aiocr_accuracy/#toc6
https://www.nivr.jeed.go.jp/research/advance/p8ocur0000009cox-att/sekai12-2.pdf

https://airead.ai/articles/aiocr_accuracy/#toc6
https://airead.ai/articles/aiocr_accuracy/#toc6
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【参考】人工衛星による現地確認

世界7カ国で１２万人以上の農業者が使用

（出典：https://www.basf.com/jp/ja/media/news-releases/jp/令和7/1/BASF-xarvio-FIELD-MANAGER）

【留意点】本サービスによる水田活用直接支払交付金執行事務に係る現地確認に対する活用性については未確認。
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Ⅳ.目指すべき姿（令和９年度～）
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経営安定所得対策の目的をふまえた理想像の考察

農業経営の安定を図り、食料の安定供給を確保する経営所得安定
対策等の目的

農業者及び支援関係者（再生協、県拠点）の視点で分かりやすく、便利な制度にす
る必要性

プッシュ型交付＆現地確認DX
1. 過去に申請された方は申請不要（新規申請、辞退希望者のみ対応）。

 新規申請については読み取りやすい様式に変更の上、AI-OCR活用。さらに安価で対応出来る場合は統合
ツールにオンライン申請の機能追加、ご利用頂けるよう、周知と利用者視点の使いやすさ工夫。

2. 原則、衛星とドローン写真による確認、リスク高いと判断したもののみ現地現物確認。
3. 交付金の算定は収量（数量）払いのみとすることで、基準収量より低い場合の理由書につい

て不要とすることが可能。

理想像の考察
申請そのものを

無くせないだろうか？
理由書は本当に
必要だろうか？

理想像
実現に
向けた
具体案

税金である以上、適切な執行が前提とはなるが
自動的に手間なく適切な対象者へ交付金が振り込まれるのが理想では？

現地確認は本当に現地に
行く必要があるだろうか？
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理想的な目的実現に向け、必要と考える視点

出来ない理由ではなく、出来る方法を考える
 変革を起こすためには前向きな試行錯誤が重要
 制約や課題にとらわれず、実現可能な方法を柔軟に模索
 変化の多い時代において、工夫やアイデアで突破口を探ることで、問題解決力が高まる

正々堂々、楽をする
 楽をする＝サボるではない
 本来しないといけないことに集中するため、「やめる」ことを選択肢に入れる
 「そもそも論」で必要性を問う
 その「こだわり」は費用対効果に見合っているか？

弊社では行政職員様向けに多くの業務改善・変革に向けた支援を実施しておりますが、
理想的な目的の実現に向け、以下の視点が重要と捉えています。
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現状と理想案の比較

【STEP5】
再生協/県拠点等：交付金交付事務

【STEP6】
再生協/県拠点等：交付後処理・監
査

27

【STEP2】
農家→再生協：申請書提出/受領

【STEP3】
再生協/県拠点等：申請審査

【STEP4】
再生協/県拠点等：現地確認の実施

【STEP1】
再生協→農家：畑地化促進事業活
用要望調査(現地確認)

【STEP1】
制度変更周知（過去申請者は申請不要(現地確認不要)、
交付金算定は収量（数量）払いのみ）

【STEP2】
対応不要（新規申請者のみ対応）

【STEP3】
対応不要（新規申請者のみ対応）

【STEP4】
原則、衛星とドローンで対応

【STEP5】
販売伝票より交付額算出、交付

【STEP6】
収量払いのため、理由書は不要

現状 理想案
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